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本諭文は､通信ﾈｯﾄﾜ-ｸが未整備なｱｼﾞｱ地域において､広帯域なｲﾝﾀ-ﾈｯ
ﾄ技術実証基盤環境をｱｼﾞｱ全域に短期問でかつ経済的に実現するための構築ｼｽﾃﾑ
に関して研究した成果をまとめたものである｡情報通信ｲﾝﾌﾗが未整備なｱｼﾞｱ地域

に速やかに均-で広帯域な通信環境を構築するために､通信ｼｽﾃﾑとして衛星通信ｼ
ｽﾃﾑを遥択し､この衛星通信ｼｽﾃﾑの最適構成法およびこれとｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを組
み合わせたｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境の最適構成法を提案している｡更に実際に
ｱｼﾞｱ各国との問でｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術芙証基盤環境して実運用を行い､その有用性を
実証している｡
採用した衛星ｼｽﾃﾑはvsAT地球局を用いてﾒｶﾞﾋﾞｯﾄｸﾗｽの通信帯域を提供可

能なKu-bandとc-bandの衛星回線網の併用方式とし､ｱｼﾞｱ域内通信に適したｲﾝ
ﾀ-ﾈｯﾄﾙ-ﾃｲﾝｸﾞ方式､ vsAT地球局の最適設計法およびvSAT運用監視･長期
運用支援ｼｽﾃﾑの確立が本論文で示した構築手法の核である｡本研究で提案したｼｽ
ﾃﾑを実際にｱｼﾞｱ地域で構築運用することにより､ｱｼﾞｱ地域全域にﾌﾞﾛ-ﾄﾞﾊﾞﾝ
ﾄﾞ･ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを速やかに拡大することが可能となり､地域内の研究者や技術者ら
が円滑に連携してｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術を実証研究可能な環境を構築することがこれまで
以上に容易になり､ｱｼﾞｱ地域のｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術の向上に大きな寄与をしている｡
本論文は以下の5章から構成されている｡

第1章では､本研究の背景として､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境の役割について概
説している｡

第2章では､ｱｼﾞｱ地域におけるｲﾝﾀ-ﾈｯﾄのｲﾝﾌﾗ整備事情について説明を行
い､ｱｼﾞｱ地域へｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境を構築する上での問題点を記してい
る｡

第3章では､ｱｼﾞｱ地域へｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境を構築するにあたって､衛
星回線網を用いたｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境の構築手法を提案する｡提案する構
築手法は衛星回線を利用することにより､通信衛星がｶﾊﾞ-するｱｼﾞｱ地域の任意の地

点間で環境構築を短期間で可能としている｡実用的な通信帯域幅として2 Mbpsを提供
可能な周波数帯のうち､ Ku-bandとc-bandを利用して1996年より衛星回線網を展開
し､ｱｼﾞｱ8ｶ国を順次接続している｡その上にｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境を実
装することにより､構築手法がｱｼﾞｱ地域へ適用可能であることを示している｡

第4章では､構築したｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境の評価実験として1996年より
2001年までの運用結果を述べている｡また､世界で初めて衛星ﾈｯﾄﾜ-ｸを利用し
た国際的なｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境の運用の困難さを述べた後､本研究で構築

したvsAT運用監視ｼｽﾃﾑの有効性について述べている｡さらに､構築した環境がｱ
ｼﾞｱ地域ﾈｯﾄﾜ-ｸとして､他の学術研究ﾈｯﾄﾜ-ｸと組み合わせて実際に有効括
用されていることを述べている｡

第5章は結諭であり､本諭文で得られた成果を総括するとともに､今後の課題について
述べている.
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論文蕃査結果の要旨

本論文は､ｱｼﾞｱ地域のような情報通信ｲﾝﾌﾗが未整備な国際地域において､
ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄのより-層の普及およびその地域のｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術向上を目指
すためにﾌﾞﾛ-ﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ･ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境を構築するすためのｼ
ｽﾃﾑ構築法を提案し､実際にそれに基づいてｱｼﾞｱ地域各国でｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技
術実証基盤環境を構築してその有用性を実証している｡具体的には衛星通信を利用
した国際地域ﾈｯﾄﾜ-ｸ構築手法を提案し､その有効性ならびに実用性を示して
いる｡本論文の主な成果は以下に要約される｡

1.ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの発展過程で果たしたｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境の役割
について説明を行い､ｱｼﾞｱ地域における情報通信ｲﾝﾌﾗの整備状況の下､ｲﾝ
ﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境の構築の必要性について述べている｡

2.ｱｼﾞｱ地域におけるｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境の構築手法として､地上

回線網と衛星回線網を利用するﾓﾃﾞﾙを比較検討の上､衛星回線網を利用する方式
を提案した｡ 2 Mbpsの通信帯域幅を提供可能な周波数帯として､ 1996年から
Ku-bandを､ 1999年よりさらにc-bandを利用してｱｼﾞｱ8ｶ国を結ぶ衛星回線網
を展開している｡その上にｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境を実装することによ
り､本構築手法がｱｼﾞｱ地域へ適用可能であることを示している｡

3.衛星ﾈｯﾄﾜ-ｸの運用管理ｺｽﾄを削減するため､ vsAT運用監視ｼｽﾃﾑ
の提案とその実装および実用性の評価を行っている｡提案ｼｽﾃﾑは､衛星ﾈｯﾄ
ﾜ-ｸに発生する障害箇所の特定を容易にし､円滑なﾈｯﾄﾜ-ｸ運用を支援して
いる｡また､熱帯降雨地域において初めてKu-bandのｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ利用が適用さ
れた際に､提案ｼｽﾃﾑは降雨減衰以外の障害箇所を特定する上で有効であり､
Ku-bandを利用したｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境に対するﾕ-ｻﾞの信頼性を高
めている｡

4.実装したｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術実証基盤環境は､ｱｼﾞｱ地域ﾈｯﾄﾜ-ｸとし
て､他の学術研究ﾈｯﾄﾜ-ｸと組み合わせて活用されており､ 5年以上にわたる
運用成果から､その有効性､実用性は広くｱｼﾞｱ地域において認知されている｡こ
の意味で､同環境は衛星回線網を世界で最初に利用した､ｱｼﾞｱ域内の高度情報通
信基盤の先鞭をつけたものであると言える｡

以上のように､本論文はｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを構成する国際地域ﾈｯﾄ
ﾜ-ｸの構築技術の多様化に寄与しており､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの利便性向上およびｱ
ｼﾞｱ地域全体のｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ技術向上に大きく貞献している｡論文中に述べられ
ている提案方式は,その有効性,実用性を十分示しており､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄにおけ
るﾈｯﾄﾜ-ｸ構築技術研究の分野において､学術上､実用上寄与するところが少
なくない｡よって本論文は､博士(工学)の学位論文として価値があるものと認め
る｡


